
開催日時：平成２３年１１月１７日（木）　１３：００～１７：２０

会場：富士フイルム株式会社　西麻布本社　１Ｆホール

主催　サラシア属植物シンポジウム事務局　　

　　　　サラシア属植物・コタラヒムブツ普及協会、　サラシアの会

 

13:00 開会のご挨拶

和田政裕、　城西大学　薬学部

13:10 ■サラシア属植物に含有される新規チオ糖スルホニウム成分の定量法とエキスのAGI活性評価

○村岡修、　近畿大学　薬学部・薬学総合研究所

13:35 ■サラシア属植物のマウス腸管免疫に対する影響

　　○芳野恭士、　沼津工業高等専門学校、　　　古賀邦正、　東海大学開発工学部　　　　

　　金高隆、　株式会社盛光、　

14:00 ■サラシア属植物エキスの有効性と安全性の検討

○小林正和、　小林製薬株式会社　中央研究所

14:25

14:40 ■言葉の統一・規格基準の考え方について

○村岡修、　近畿大学　薬学部・薬学総合研究所

■ＩＣ５０測定方法に関する検討の結果報告および課題

　　○伊藤哲也、　塩水港精糖株式会社

■コーディネーター：　　村岡修、　近畿大学　薬学部

パネラー：　吉川雅之、　京都薬科大学、　　　和田政裕、　城西大学　薬学部、　　他

15:30

15:45 ■炎症性滑膜細胞に対するSalacia reticulata葉熱水抽出物の作用

○関口祐介、中谷祥恵、清水純、古旗賢二、真野博、和田政裕、　　城西大学　薬学部

16:10 ■サラシア属植物サプリメントを巡って　─100億円マーケットの今後

○小田島弘明、　　ＵＢＭメディア株式会社　

16:35 ■トクホの現状と課題

○矢吹昭、　　公益財団法人　日本健康・栄養食品協会　特定保健用食品部長

17:10 閉会のご挨拶

　村岡修、　近畿大学　薬学部

17:20～ 懇親会

―　休憩（１５分）　―

パネルディスカッション（言葉の統一・規格基準に関して）　(講演・発表２０分・ディスカッション２０～３０分）

一般演題　　(講演２０分・質疑５分）　　　

後援　近畿大学薬学総合研究所・薬学研究科ハイテク・リサーチ・センター

―　休憩（１５分）　―

第４回サラシア属植物シンポジウム プログラム

特定演題講演（サラシア属植物の生理活性および食の安全性）　　(講演２０分・質疑５分）　　

　　　　城西大学　薬学部、　京都薬科大学、　


